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表紙写真説明:平成18年７月28日に、小中学生とその保護者を対象とした「夏休み親子科学教室」を開催しました。今年の
教室は理化学部が担当し、テーマは「発見鎧花の色の秘密－紅花染めも体験－」としました。子ども達は花の色を使った
実験に興味深く取り組んでいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事Ｐ２）
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　毎年、県内の試験研究機関において、親子で科学の楽しさ
を学び、感動を体験する「夏休み親子科学教室」を開催して
います。
　衛生研究所では、７月28日の午後に「発見鎧花の色の秘密
－紅花染めも体験－」をテーマに開催しましたが、今年は定
員を超える申し込みがあり、抽選で40名（子ども22名、保護
者18名）の方に参加していただきました。
　開講式ではちょっぴり緊張気味で自己紹介をしたり、教室
の説明を聞いていた子ども達でしたが、実習に移るとみんな
生き生きと取り組み始めました。
　花びらや紫キャベツの色の変化の実習では酸性、アルカリ
性で色水が鮮やかに変化する様子に子ども達は大変驚いたよ
うでした。
　ベニバナ色素を取り出す実習では、普段飲んでいる清涼飲
料水の黄色が紅花の色であることを知り、保護者の方にも新
鮮だったようです。

　紅染めの実習では、紅花から色を揉みだし、ガーゼのハン
カチを染める作業を行いましたが、きれいなピンク色に染
まったハンカチを手にしてみんな満足の笑顔でした。
　実習のあと、食品添加物の話があり、続けて閉講式を行い
ましたが、低学年の子どもも含め、全員最後まで熱心に話を
聴いていたことには感心したところです。
　子ども達にはちょっとだけ科学者の気分を味わったり、科
学の世界の面白さ、不思議さを感じ取っていただけたことと
思います。
　参加者のアンケートからは、「大変楽しかった」「来年も参
加したい」との声が多数寄せられ、スタッフ一同大変うれし
く思っているとともに、来年の新たな企画の励みとさせてい
ただいております。
　教室の様子は衛生研究所のホームページに載せてあります
のでご覧ください。

（生活企画部　會田　健)

夏休み親子科学教室

有害物質を含有する家庭用品の規制について
　私たちが毎日使用しているたくさんの家庭用品は、どのよ
うにして安全が図られているのでしょうか。
　昭和40年代、化学工業が飛躍的に発展することにより、い
ろいろな化学物質が家庭用品として使用されたり、処理剤、
加工材等として繊維製品、洗剤、塗料等に使用され、難燃
性、柔軟性、防縮性、防かび性などの品質向上に寄与し、国
民の生活に大いに便利な家庭用品を提供しました。しかし、
その反面、これらの化学物質の人体への影響についてはほと
んど検討がなされず、保健衛生上何の規制もない状態で家庭
用品として生産、消費がなされたため、これらによるかぶ
れ、かゆみ、発疹等の皮膚障害や頭痛等の内科的疾患等の健
康被害の問題が生じてしまいました。このためすでに食品衛
生法や薬事法で規制されている食品・おもちゃ・洗浄剤等や
医薬品・化粧品等を除いた家庭用品について、保健衛生上の
見地から必要な規制を行うことにより国民の健康保護に資す
ることを目的として、昭和49年10月１日に『有害物質を含有
する家庭用品の規制に関する法律』が施行されました。この
法律により、有害物質が指定され、さらに対象家庭用品と基
準が設定され、家庭用品の安全性の確保が図られました。昭
和49年から現在までに、有害物質としてホルムアルデヒド等
20の物質が指定されています。その有害物質と対象家庭用
品、基準等の一部を表に示しました。
　この法律を基に、毎年各県に
おいて家庭用品の試買検査が行
われており、山形県においては
昭和51年からホルムアルデヒ
ド、有機水銀化合物、塩化水
素、水酸化ナトリウム等につい
て検査を実施し、平成17年度ま
で基準違反はありませんでし
た。平成17年度は、出生後24月
以内の乳幼児用家庭用品（おし
め・よだれかけ・くつ下等）に
ついて、ホルムアルデヒド16件
と有機水銀化合物９件について
検査を実施しました。ホルムア
ルデヒドは、身体に接触した場
合皮膚に対して刺激を与え炎症
を起こすほか、強い抗原性を
持っているためアレルギーをひ

きおこすことが知られています。また、有機水銀化合物は、
中枢神経障害が知られています。
　平成16年度の全国の家庭用品試買等試験検査結果は、
12864件中、ホルムアルデヒドの検査件数が7419件（出生後
24月以内の乳幼児用製品5548件、それ以外1871件）、うち違
反件数が73件（出生後24月以内の乳幼児用製品72件、それ以
外１件）でした。その違反の内容は、店舗内にあるホルムア
ルデヒドを含んだ他製品から移ったり（移染）、製造過程にお
ける柄プリントの糊にホルムアルデヒドが含まれていた事例
などでした。有機水銀化合物の検査件数は、712件、基準違
反はありませんでした。
　また、厚生労働省はこの法律による規制のほか、必要に応
じ商品群毎に自主基準を作成させる方向で関係業界を指導
し、平成16年までにウェットワイパー類、不快害虫用殺虫
剤、芳香・消臭・脱臭剤およびコンタクトレンズケア製品等
10の安全衛生自主基準が作られています。
　さらに、家庭用品による健康被害の実態を把握するための
情報収集として、皮膚科領域8病院、小児科領域７病院と

（財）日本中毒情報センターの協力で、家庭用品に係る健康被
害病院モニター報告制度が昭和54年から実施されています。
　このように『有害物質を含有する家庭用品の規制に関する
法律』や自主基準、情報収集、試買検査等により家庭用品の
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安全が守られていますが、わたしたちも家庭用品を安全に使
用するために、「製品の使用説明書をよく読み示された使用
方法を守ること」、繊維製品については、「購入する時は袋に

入ったものを選ぶ」「洗濯してから使う」「収納場所に注意を払
う」などの配慮をするとより安心ではないでしょうか。

(理化学部　阿部　恵子)
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　植物の香りは人々に様々な影響を及ぼします。気を引

き締めたり、和らげたり、興奮を取り除いたり、ある時

は幻想の世界に 誘 うこともあります。最近はこの性質を
いざな

利用してアロマテラピーの取り組みが行われています。

ハーブやスパイスのように香りのあるものを上手に利用

すれば、色々な可能性が見えてくるのではないでしょう

か。

　ハーブはラテン語で草や薬草を表すヘルバ(herba)が
起源ですが、後にフランス語のエルブ(herbe)になり、

英語ではハーブ(herb)になりました。しかし、フランス

語の名残で“アーブ”と発音する人が多く、英語で“ハー

ブ”と発音してもなかなか通じませ

んでした。

　ハーブとスパイスは同じ様に香り

が主な役割を果たし、食用にもなり

ますが、両者には大きな違いがあり

ます。ハーブは薬になる物が多く、

治療効果が考えられます。さらに、

作用の強いハーブには毒性もあり、

取り扱いに注意が必要です。一方ス

パイスは、料理に使うことが前提な

ので、食べられることが必要条件で

す。スパイスの機能としては、芳

香、辛み、苦み、着色、矯味、矯臭、

抗酸化、抗菌、抗カビ、薬理作用な

どがあると言われています。このよ

うなことから、ハーブやスパイスを

うまく利用できれば病気の予防や体

調の調節に役立ちます。食の機能と

して一次機能が栄養、二次機能がお

いしさ（嗜好）、三次機能が生体調節機能と定義されてい

るので、この考え方に合わせるとハーブやスパイスは、

二次機能と三次機能を中心に持ち合わせていることにな

ります。スパイスは二次機能、ハーブは三次機能が勝っ

ていると考えられます。しかし、原始時代に遡るとハー

ブやスパイスなどの香辛料は狩猟の獲物の腐敗臭を取っ

たり、獣肉の保存にも利用されていました。人類の文化

の発展とともにあったと考えられています。

　これらのうち、今回はフェンネルについて述べたいと

思います。フェンネルは魚のハーブと呼ばれ、臭みを取

る効果が強いと言われています。このことは、漢方の古

典『本草綱目』にも述べられています。フェンネルは漢

方の生薬としてはウイキョウ（茴香）と命名されていま

す。

　概 要： 茴香 は セ リ 科(Umbelliferae)ウ イ キ ョ ウ
ういきょう

(Foeniculum vulgare)の成熟果実を乾燥したもので、漢方

では芳香性健胃薬、整腸薬、駆風薬、去痰薬として用い

ます。『本草綱目』の著者、李 時珍は「気を理し、胃を

開き、夏季にハエをのぞき、臭を避ける、食料として宜

し」と述べており、さらに、「食を進め、小便の回数が

多いとき用い、腸下に刺すような痛みがある時とか、口

臭をとるために食べ、ヘビに咬まれて潰瘍になったとこ

ろにつけると良い」と言っています。

　成分：精油成分が３～８％ぐらい含まれ、そのうち主

成分としてアネトールが約50％です。その他、エストラ

ゴール、リモネン、フェンコン、ピネン、アニスアルデ

ヒド、カンフェンなどが含まれています。他に、フラボ

ノイド類のルチン、クエルシトリ

ン、ケンフェロール、ウンベリフェ

ロンやビタミン、糖類も含まれてい

ます。

　薬理作用：ウイキョウ油はウサギ

の腸の蠕動運動を促進し、胃の運動

も亢進させます。このことから消化

を助けることが考えられます。ま

た、実験的に刺激を与えた場合のモ

ルモットの咳を鎮めます。フェンネ

ル油としては、内臓筋を和らげる鎮

痙作用や、菌を殺す殺菌作用などが

報告されています。中国では臨床報

告があり、嵌頓性ヘルニア治療に用

いた例があります。茴香に熱湯を注

いでエキスを作り、熱いうちに頓服

すると、患者26例中22例が治癒し、

４例が無効であったとしています。

『中約大辞典』には処方例が載って

おり、耐えきれない小腸気痛、胃痛、腹痛、夜間に尿量

が多く水を欲しがる者、遺尿、小便不通などの治療に用

いるとされています。前述の駆風薬の駆風とは、お腹に

ガスが溜まって腹が張り、痛みを伴うときにガス（屁）

を除く作用のことをいいます。食欲不振で胃腸が弱く、

腹痛を起こしやすい人に適しています。スパイスとして

は、食欲をそそり、味を引き立てる役目があり、アル

コール飲料やキャンディー、焼き菓子、肉や魚の味付け

などに用いられます。さらに石けんや洗剤、クリーム、

ローション、香水などにも応用され、幅広く利用されて

います。

　以上のようにウイキョウは、薬食一如、薬食同源とい

う言葉が似合う植物です。このように歴史的に実証され

てきた薬用植物を食材として応用していくことが、これ

からの時代の健康に大きな役割を果たしていくことで

しょう。　　　　　　　　　 　（理化学部　笠原　義正）

薬になる植物（72）ウイキョウについて

ウイキョウ

「牧野新日本植物図鑑」より


